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ポット系の光を試料上に照射して x－ y走査を行った。 1.64 Tにおける光起電圧の空間マップ像は、試料
の端に平行な間隔約 710 nm の縞状構造を示した。さらに、磁場を変えて電子占有数（ν）に依存した空間マッ
プを取得し、縞状構造が νの変化に伴い、試料端から離れていく様子を見て取ることができる。この結果は
Chklovskii等の圧縮性液体／非圧縮性液体のモデルを用いて定性的に説明できることを本論文では示した。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は、希釈冷凍機温度磁場中近接場光学顕微鏡を新たに開発し、GaAs/AlGaAs単一ヘテロ構造二次
元電子系の端状態の関わる現象を空間分解して捉えた結果についてまとめたものである。本装置の開発は世
界初の試みであり、他に類例のないものである。空間分解能約 100 nm、試料温度 230 mK、磁場中において、
試料の端に平行な間隔約 710 nmの縞が観測された。さらに、磁場を変えて電子占有数（ν）に依存した空
間マップを取得し、縞状構造が vの変化に伴い、試料端から離れていく様子を観測した。これらの結果は
Chklovskii等の圧縮性液体／非圧縮性液体のモデルを用いて定性的に説明できることが本論文では示された。
この結果は、圧縮性液体／非圧縮性液体の縞状構造が実在することを空間分解測定によって初めて示したも
のであり、高く評価できる。以上のように新規に見いだされた実験結果が十分に議論され、本論文は博士（理
学）に相当するものである。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
